
本則課税標準額
今年度評価額×特例率（表2）
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負担水準とは個々の土地の前年度課税標準額が今年度評価額（本則課税標準額）に対してどの程度まで達しているかを示すものです。

負担水準＝
前年度課税標準額

今年度評価額（×特例率）
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前年度課税標準額＋ 

（本則課税標準額×５％）＝［Ａ］ 

［Ａ］が本則課税標準額の１０

０％を上回る場合は１００％相

当額とする。 

［Ａ］が本則課税標準額の２
０％を下回る場合は２０％相
当額とする。 

◎住宅用地（１戸建て住宅やアパート等の敷地）及び市街化区域農地（田、畑）の場合 

※負担水準が１００％未
満の土地については、
前年度より税額が上昇
します。 

◎非住宅用地（工場等の住宅以外の敷地、駐車場等）の場合 

負担水準［％］ 

前年度課税標準額＋ 
評価額×５％＝［Ａ］ 

［Ａ］が評価額の６０％を上回

る場合は６０％相当額とする。 
 

［Ａ］が評価額の２０％を下回
る場合は２０％相当額とする。 

前年度課税標準額に据え置き 

評価額×７０％に引き下げ 

負担水準［％］ 


